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が
出
る
ま
で
は
、
米
の
出
荷
や
販
売

な
ど
を
自
粛
す
る
よ
う
各
自
治
体
に

通
知
し
ま
し
た
。

　
野
田
市
で
は
、
８
月
　
日
に
県
が

16

野
田
産
米
の
予
備
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ず
、

南
部（
旧
野
田
町
・
旧
福
田
村
・
旧
梅

郷
村
）の
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
農
産

物
の
採
取
地
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

地
図
上
で
放
射
線
量
の
確
認
も

　
ま
た
、
お
住
ま
い
に
近
い
公
共
施

設
で
の
大
気
中
放
射
線
量
を
確
認
し

や
す
い
よ
う
に
、測
定
地
点
と
結
果
を 市独自検査は出荷直前の農産物を中心市独自検査は出荷直前の農産物を中心にに

　
震
災
後
、
放
射
能
を
原
因
と
す
る

農
産
物
の
安
全
性
が
社
会
問
題
と
な

る
中
、
国
が
指
定
し
た
米
の
検
査
が

必
要
と
な
る
　
都
県
に
、
千
葉
県
が

17

含
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
は
７
月
　29

日
、
県
が
実
施
す
る
本
調
査
の
結
果

野
菜
や
果
物
な
　
　
ど 
も
独
自
に
検
査

　
さ
ら
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
野
田
市
で
は
、
き
め
細
か

く
測
定
し
、
速
や
か
に
公
表
す
る
こ

と
で
、
野
田
産
農
産
物
の
安
全
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
こ
う
と
、
独
自
に

放
射
性
物
質
の
分
析
機
器
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
８
月
末
現
在
、
６
品
目
　
検
体
を

32

検
査
し
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
５
検
体
中

１
検
体
か
ら
国
の
暫
定
規
制
値
１
キ

ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
　
ベ
ク
レ
ル
を
大

500

き
く
下
回
る
　
ベ
ク
レ
ル
の
放
射
性

22

セ
シ
ウ
ム
を
検
出
し
ま
し
た
が
、
そ

の
他
の
５
品
目
か
ら
は
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
測

定
結
果
を
市
域
を
北
部（
旧
関
宿
町
・

旧
二
川
村
・
旧
木
間
ケ
瀬
村
）、中
部

（
旧
川
間
村
・
旧
七
福
村
・
旧
旭
村
）、

　
震
災
後
、
放
射
能
を
原
因
と
す
る
農
産
物
の
安
全
性
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
野
田
産
米
か
ら
は
放
射

性
物
質
は
検
出
さ
れ
ず
、
出
荷
や
販
売
な
ど
の
自
粛
は
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
野
田
市
で
は
、
野
田
産
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す

る
た
め
、
分
析
機
器
を
独
自
に
導
入
し
、
８
月
　
日
か
ら

22

順
次
、
検
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

１　郷土の自然を愛し、平和で安全な環境を守ります
２　たがいに助け合い、すべての市民の幸福を願います
３　からだをきたえ、仕事に励み、楽しい家庭をつくります
４　きまりを守り、信頼と愛情を深め、心豊かな社会を築

きます
５　教養と文化を高め、自由と希望に満ちた郷土をめざし

ます

野 田 市 民 憲 章
（昭和５５年５月３日告示）

放
 射
 能
 対
 策

  野野
田
産
田
産
米米
のの
安
全
安
全
性性
をを
確
認
確
認

　
 　
　
　
農
産
物

農
産
物
のの
独
自
検
査

独
自
検
査
もも
実
施
実
施

　
日
を
も
っ
て
、
野
田
産
米

27の
出
荷
、
販
売
、
譲
渡
、
贈

答
な
ど
の
自
粛
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
。

■農産物の市独自測定結果（単位：ベクレル／kg）
放射性セシウム
（１３４と１３７の合計）

放射性
ヨウ素品目検査日

検出せず検出せずナス８月２２日

検出せず検出せずキュウリ８月２２日

検出せず検出せずモモ８月２３日

検出せず検出せずトウモロコシ８月２３日

２２検出せずブルーベリー８月２９日

検出せず検出せずナシ８月３０日

※農産物の暫定規制値（１キログラムあたり）
　放射性ヨウ素２,０００ベクレル、放射性セシウム５００
　ベクレル
※「検出せず」とは、放射性物質が存在しない、又
　は定量下限値未満の場合
※定量下限値（１キログラムあたり）放射性ヨウ素
　３０ベクレル、放射性セシウム１３４が２５ベクレル、　
　放射性セシウム１３７が２０ベクレル

ー
ベ
ル
ト
以
下
の
施
設
は
緑
色
、
超

え
る
施
設
は
黄
色
の
マ
ー
カ
ー
で
色

分
け
し
、
測
定
地
点
の
名
称
や
最
新

の
測
定
結
果
な
ど
の
情
報
が
表
示
さ

れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
産
物
は
農
政
課
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
秘
書
広
報
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
の
地
図
に
表

示
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
基
準
で

あ
る
毎
時
０
・

　
マ
イ
ク
ロ
シ

19

８
月
　
日
の
本
調

24

査
の
結
果
で
も
市

内
７
か
所
の
米
か

ら
は
、
い
ず
れ
も

放
射
性
物
質
は
検

出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、

野
田
産
米
の
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
８
月



許許

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
８
月
　
日
か
ら
９

23

31

月
　
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
議
会
で

26
は
、
中
心
市
街
地
の
商
業
活
性
化
や
当
面
の
買
い
物
弱
者

対
策
、
さ
ら
に
、
中
央
小
学
校
体
育
館
の
復
旧
工
事
や
東

日
本
大
震
災
見
舞
金
、
被
災
者
住
宅
再
建
資
金
利
子
補
給

金
な
ど
の
震
災
関
連
費
用
を
含
む
補
正
予
算
案
な
ど
、　13

議
案
を
上
程
し
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
報
告
第
１
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２２

市
一
般
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
　

不
燃
物
処
理
施
設
整
備
環
境
ア
セ
ス

調
査
委
託
事
業
ほ
か
２
件

◆
報
告
第
２
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２２

市
健
全
化
判
断
比
率
報
告
書

◆
報
告
第
３
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２２

市
資
金
不
足
比
率
報
告
書

◆
議
案
第
１
号
　
野
田
市
税
賦
課
徴

収
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
　
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況

及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の

整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
寄
附
金
税
額
控

除
の
適
用
下
限
額
の
引
下
げ
、
肉
用

牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る

市
民
税
の
課
税
の
特
例
の
延
長
、
不

申
告
に
関
す
る
過
料
等
の
規
定
に
つ

い
て
改
正
す
る
と
と
も
に
、
用
字
用

語
の
整
備

◆
議
案
第
２
号
　
野
田
市
公
契
約
条

岸
連
絡
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
の

締
結
　
江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路
改
良

工
事
を
施
工
す
る
た
め
、
請
負
契
約

を
締
結

◆
議
案
第
７
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２３

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
議
案
第
８
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２３

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

◆
議
案
第
９
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２３

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１０

２３

市
用
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１１

２３

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
条
例
の
適
用
と
な
る
契
約
を
順
次

拡
大
し
て
い
く
と
い
う
市
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
、
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
適
用
と
な
る
工
事
等
の
予
定
価

格
を
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
用
字

用
語
の
整
備

◆
議
案
第
３
号
　
野
田
市
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
災
害
弔
慰
金
を
支

給
す
る
遺
族
に
関
す
る
規
定
に
つ
い

て
改
正

◆
議
案
第
４
号
　
野
田
市
立
保
育
所

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　
野
田

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１２

２３

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

１３

２３

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

◆
認
第
１
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
２
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

◆
認
第
３
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

◆
認
第
４
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

◆
認
第
５
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

用
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

◆
認
第
６
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定

◆
認
第
７
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
８
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

◆
認
第
９
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２２

水
道
事
業
決
算
認
定

市
立
北
部
保
育
所
の
管
理
を

指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た

め
、
必
要
な
改
正

◆
議
案
第
５
号
　
財
産
の
無

償
貸
付
け
　
第
二
の
福
祉
ゾ

ー
ン
の
用
地
の
一
部
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
は
ー
と

ふ
る
か
ら
生
活
介
護
事
業
所

及
び
共
同
生
活
介
護
事
業
所

の
用
に
供
す
る
用
地
と
し
て

無
償
貸
付
け
の
申
請
が
あ
っ

た
の
で
、障
が
い
者
基
本
計
画

に
沿
っ
た
施
設
整
備
の
必
要

性
か
ら
無
償
貸
付
け

◆
議
案
第
６
号
　
江
戸
川
左

平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会

２３
  商
業
活
性

商
業
活
性
化化
とと
買
い
物
弱
者
対

買
い
物
弱
者
対
策策
やや

　
 
震
災
復

 　
震
災
復
旧旧
・・
見
舞
金
創
設

見
舞
金
創
設
をを
含
む
含
む

　
　
　
  
補
正

　
補
正
予
算
予
算
案案
なな
　

　
どど 
　
議
案
議
案
をを
上
程
上
程

1313

中央小体育館の震災復旧工事費予算中央小体育館の震災復旧工事費予算もも

今年度末の完成を目指す江戸川左岸連絡道今年度末の完成を目指す江戸川左岸連絡道路路



９
月
９
月
末末
でで「
南
部
ま
め
ば
ん

「
南
部
ま
め
ば
ん
」」のの
業
務
業
務
がが
終
了
終
了

ど
を
含
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
利
用
件
数

が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
建
物
の
リ
ー
ス
期
間
が

終
了
す
る
９
月
　
日
を
も
っ
て
廃
止

30

し
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
梅
郷
駅
前
に
交
番

用
地
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
平
成
　
年
　
月
に
地
域
の
防
犯

18

10

拠
点
と
し
て
、
み
ず
き
一
丁
目
に

市
営
交
番
と
し
て
開
設
し
た
「
野

田
市
南
部
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
通
称
「
南
部
ま
め
ば
ん
」）」

は
、
９
月
　
日
で
開
設
か
ら
５
年

30

を
迎
え
ま
す
。

　
開
設
当
初
は
、
問
い
合
わ
せ
な

距

　
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た

め
、「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
行
政
改
革

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
た
結
果
、　20

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
約
　
億
円

62

の
経
費
削
減
の
ほ
か
、
市
民
課
窓
口

の
日
曜
日
開
設
や
夜
間
窓
口
の
延
長
、

公
民
館
や
博
物
館
の
開
館
日
拡
大
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
、市
で
は「
行
政
改
革
大
綱
」と

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、計
画
２
年
目
の
平
成
　22

年
度
は
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
職
員
削
減
な
ど
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
約
８
・
２
億
円
の
経
費
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
条
例
」
制
定
や
審
議
会
委
員
の
公
募
な
ど

で
市
民
参
加
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
課
窓
口
の
日

曜
開
設
や
時
間
延
長
な
ど
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行

政
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
　
年
に
は
究
極
の
行

15

政
改
革
と
い
わ
れ
る
合
併
を
実
現
し
、

　
年
に
見
直
し
た
行
政
改
革
大
綱
に

16

化
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、

全
庁
を
挙
げ
て
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
昨
今
の
経
済
情
勢
に
よ

り
、
市
税
な
ど
の
収
納
率
は
目
標
を

下
回
っ
た
も
の
の
、
当
初
計
画
し
た

財
政
効
果
目
標
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
約

８
億
２
千
万
円
の
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
内
訳
は
、
関
宿
斎
場
や
あ
お

い
空
へ
の
指
定
管
理
者
の
導
入
（
２

千
　
万
円
減
）、
未
利
用
地
の
処
分

453
（
３
千
　
万
円
増
）、遺
児
手
当
の
廃

174

止
（
７
千
　
万
円
減
）、
職
員
の
削
減

680

（
３
億
７
千
　
万
円
減
）、地
域
手
当

730

の
適
正
化
（
２
億
６
千
　
万
円
減
）

583

な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
民
参
加
の
充
実
も

　
ま
た
、
市
民
参
加
や
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
の

基
本
的
な
政
策
や
計
画
、
条
例
の
案

に
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例
」
の

制
定
や
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
指

針
と
な
る
老
人
福
祉
計
画
と
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
委
員
会
委

員
の
公
募
の
ほ
か
、
あ
お
い
空
や
春

風
館
道
場
を
運
営
す
る
指
定
管
理
者

に
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
設
立
さ

れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
指
定
す
る
な
ど

市
民
参
加
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

最
小
経
費
で
サ
ー
ビ
ス
向
上

　
さ
ら
に
、
職
員
の
勤
務
時
間
を
ず

ら
し
た
交
代
勤
務
で
実
施
し
て
い
る

市
役
所
市
民
課
窓
口
の
火
曜
日
と
木

曜
日
の
時
間
延
長
や
日
曜
日
開
設
の

継
続
実
施
、
電
子
申
請
の
取
扱
手
続

に
新
た
に
５
手
続
を
追
加
、
市
の
組

織
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す

い
形
に
見
直
す
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
経
費
を
抑
え
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
も

向
上
す
る
こ
と
が
で
き
、　
年
度
は
、

22

計
画
の
目
指
し
た
目
的
を
お
お
む
ね

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

引
き
続
き
、
南
部
交
番
の
移
転
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
「
南
部
ま
め
ば
ん
」
廃
止
後
の
事

件
や
事
故
な
ど
の
相
談
は
、
野
田
警

察
署（
宮
崎
　
 
４
・
☎
７
１
２
５

１４７

 
０
１
１
０
）
ま
た
は
、
南
部
交

番
（
山
崎
２
７
５
３
 
　
・
☎
７
１

２４

２
４
 
７
３
１
１
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

－

－

－

－

平
成
　
年
度
行
政
改
革
効
果
 

２２
　
約約
８８
・・
２２
億億
円円
のの
経経
費費
をを
削削
減減

　
　
　
市
民
参

市
民
参
加加
のの
充
実
充
実
やや
サ
ー
ビ
ス
向

サ
ー
ビ
ス
向
上上
もも

新設学童保育所の民間委託新設学童保育所の民間委託もも

　
さ
ら
に
、　
年
度
に
は
、
社
会

20

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
計
画

的
か
つ
継
続
的
に
行
政
改
革
を
進

め
て
い
こ
う
と
、　
年
度
か
ら
　

21

26

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
集
中
改

革
プ
ラ
ン
」
を
新
た
に
策
定
し
ま

し
た
。

財
政
効
果
は
８
・
２
億
円

　
　
年
度
は
新
計
画
の
２
年
目
に

22
あ
た
る
年
と
し
て
、　
年
度
に
引

21

き
続
き
、
さ
ら
な
る
財
政
の
健
全
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※
飲
食
品
販
売
、
営
利
目
的
、
未
成

年
者
の
み
の
出
展
は
不
可

◎
古
本
・
音
楽
Ｃ
Ｄ
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
不
用
に
な
っ
た
本
と
音
楽
Ｃ
Ｄ
を

提
供
い
た
だ
き
、「
古
本
市
」
で
希
望

者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

【
回
収
期
間
・
場
所
】９
月
　
日
金
～

23

　
月
６
日
木
に
市
役
所
、
北
・
南
コ

10ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
欅
の
ホ
ー

ル
、い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、関
宿
北
部
・
関

宿
中
部
・
関
宿
南
部
の
各
公
民
館
で

※
多
量
の
場
合
は
、　
月
５
日
鐘
に
、

10

自
宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す

【
注
意
事
項
】
①
百
科
事
典
や
週
刊

誌
、参
考
書
類
、ゲ
ー
ム
Ｃ
Ｄ
な
ど
は

対
象
外
、②
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
は
取
り
外

す
、③
音
楽
Ｃ
Ｄ
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
市
で
は
、　
月
　
日
上
に
市
役
所

10

15

で
「
野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
展
者（
市
民
）を
募
集
す
る
と
と
も

に
、
ご
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
本
・

音
楽
Ｃ
Ｄ
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
】
　
月
　
日
上
　
時
～
　
時

10

15

10

15

【
場
所
】
市
役
所
庁
舎
前
杜
の
広
場

【
出
展
数
】　
区
画
（
抽
選
）

50

【
出
展
料
】　
円
（
保
険
料
な
ど
）

500

【
申
込
方
法
】
９
月
　
日
障
当
日
消

22

印
有
効
で
、は
が
き（
１
人
１
枚
・
重
複

申
込
は
失
格
）に
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
明
記
し
、〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
清
掃
計
画
課「
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」係
へ

－

リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
古
本
市

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
平
成
　11

年
度
に
策
定
し
た
「
老
人
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画（
シ
ル
バ
ー

プ
ラ
ン
）」
は
、
全
国
一
斉
に
３
年
ご

と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
、
今
年
度

は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

24

す
る
「
第
５
期
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。

説
明
会
の
参
加
は
ど
の
会
場
で
も

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
今
後
の
需

要
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多

 介
護
保
険
事
業

計
画 
と
老
人
福
祉
計
画
の

　
　
　
　
 地
区
別
説
明
会
を
開
催

開
催
日

９
月

　
月
１０

　
日
土

１７　
日
日

１８１
日
土

２
日
日

時
　
間

　
時
～
正
午

１０　
時
～
　
時

１４

１６

　
時
～
正
午

１０　
時
～
　
時

１４

１６

　
時
～
正
午

１０　
時
～
　
時

１４

１６

　
時
～
正
午

１０　
時
～
　
時

１４

１６

会
　
　
場

中
央
公
民
館（
講
堂
）

南
部
梅
郷
公
民
館（
講
堂
）

北
部
公
民
館（
講
堂
）

関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
集

会
室
３
・
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
３
階
）

川
間
公
民
館（
講
堂
）

関
宿
北
部
公
民
館（
会
議
室
）

福
田
公
民
館（
講
堂
）

東
部
公
民
館（
講
堂
）

■開催日時と場所

　
市
で
は
、学
力
向
上
を
目
指
し
、各

小
学
校
を
会
場
に
、算
数
の
ド
リ
ル
学

習
を
中
心
に
行
う「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
」を
、　
年
度
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

23

　
　
月
　
日
上
か
ら
新
た
に
小
学
校

10

29

１
年
生
も
参
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、

　
月
か
ら
児
童
の
学
習
指
導
や
支
援

10を
し
て
い
た
だ
け
る「
指
導
者
」と「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
指
導
日
】
第
２
・
４
・
５
上
の
８
時

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
募
集

　
分
～
　
時
　
分（
休
講
日
も
あ
り
）

45

11

15

【
募
集
対
象
・
謝
金
】　
歳
以
上
の

18

方（
高
校
生
不
可
、
教
員
免
許
状
の

有
無
は
問
わ
な
い
）・
指
導
者
は
あ
り

◆
シ
ニ
ア
聴
講
生
も

　
ま
た
、　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

60

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
算
数
や
漢
字

の
勉
強
を
す
る「
シ
ニ
ア
聴
講
生
」も

募
集
し
ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
指
導
課

　
市
で
は
、平
成
　
年
に
策
定
し
た「
ひ

14

と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対
策
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
事
業
や
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
事
業
な
ど
を
実
施
し
、ひ
と
り

親
家
庭
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
市
で
は
保
育
所
に
お
け

る
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
民
間
活

力
を
導
入
し
た
民
間
保
育
所
の
整
備

に
取
り
組
み
、
　
年
度
に
２
園
、
　

21

23

年
度
に
１
園
が
開
設
し
ま
し
た
が
、

低
年
齢
児
に
は
待
機
が
生
じ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

待
機
時
に
生
活
支
援
員
を
派
遣

　
そ
こ
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が

急
な
病
気
や
自
立
の
た
め
の
通
学
、

求
職
活
動
な
ど
で
日
常
生
活
の
支
援

が
必
要
な
場
合
に
、
家
庭
生
活
支
援

員
を
派
遣
し
て
、
子
ど
も
の
保
育
を

は
じ
め
と
し
た
支
援
を
行
う
「
母
子

家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」を
、

　
月
１
日
か
ら
は
保
育
所
の
入
所
申

10請
後
の
待
機
時
に
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
保
育
所
へ
の
入
所
要
件

に
該
当
し
、
定
員
の
超
過
や
、
や
む

を
得
な
い
理
由
で
入
所
が
保
留
と
な

１０月１日か　
　ら 

っ
て
い
て
、
原
則
と
し
て
ひ
と
り
親

家
庭
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
６
か

月
以
内
の
方
で
す
。

　
支
援
内
容
は
、
利
用
者
の
自
宅
で

子
ど
も
の
保
育
や
食
事
の
世
話
、
掃

除
や
買
い
物
な
ど
を
行
う「
生
活
援

助
」と
、
支
援
員
の
自
宅
な
ど
で
保
育

を
行
う「
子
育
て
支
援
」が
あ
り
ま
す
。

　
料
金
は
、
所
得
な
ど
に
よ
り
異
な

り
、
最
大
で
１
時
間
あ
た
り
生
活
援

助
が
　
円
、子
育
て
支
援
が
　
円
で
、

300

150

利
用
に
は
、
事
前
に
児
童
家
庭
課
で

登
録
の
上
、
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

９月１７日か　
　ら 

く
の
皆
さ
ん
の
声
を

計
画
に
反
映
す
る
た

め
、
地
区
別
に
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
は
、
お
住

ま
い
の
地
域
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
の
会
場

で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者

福
祉
課

保
育
所
入
所
待
機
中
の

　
 ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
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乙
乙
乙
乙
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市
営
と
民
営
の
駐
輪
場
の
料
金
負

担
の
均
衡
を
考
慮
し
、
市
で
は
市
内

の
民
営
駐
輪
場
の
学
生
利
用
者
に
、

市
営
の
使
用
料
と
の
差
額
（
月
額
上

限
　
円
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

500
【
対
象
者
】
市
民
で
、
通
学
・
通
園

の
た
め
に
平
成
　
年
４
月
１
日
～
９

23

民
営
駐
輪
場
利
用
の
学
生
に
助
成

月
　
日
に
民
営
駐
輪
場
を
使
用
し
た

30
学
生
か
保
護
者

【
申
込
期
間
】　
月
３
日
鉦
～
　
日
鉦

10

31

【
添
付
書
類
】
領
収
書（
原
本
）、
学

生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、
振
込
先
口
座
の

わ
か
る
も
の

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

シ
リ
ー
ズ「
ま
め
バ
ス
」⑧
　

っ
て
い
ま
す
。

　
「
清
水
公
園
駅
東
口
」
か
ら
「
ロ
ッ

ク
タ
ウ
ン
」
ま
で
は
約
　
分
で
到
着
す

10

る
な
ど
、
通
院
や
買
い
物
に
便
利
で
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
調
整
課

　
４
月
か
ら
新
ル
ー
ト
で
運
行
中
の

「
ま
め
バ
ス
」
で
す
が
、
小
山
や
木

野
崎
を
経
由
し
、
市
役
所
や
愛
宕
駅

な
ど
を
結
ぶ
「
中
ル
ー
ト
」
は
、
新

た
に
「
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
や
「
清
水

公
園
駅
東
口
」
に
も
乗
り
入
れ
を
行

■■清水公園駅東口からロックタウンま清水公園駅東口からロックタウンまでで
４便３便２便１便右回り

行
き １８：３０１５：３５１２：３４９：３９「清水公園駅東口」発

１８：３８１５：４３１２：４２９：４７「ロックタウン」着

５便４便３便２便左回り
帰
り １９：０４１６：３６１３：３８１０：４０「ロックタウン」発

１９：１３１６：４５１３：４７１０：４９「清水公園駅東口」着

※中ルートは平日のみの運行ですので
　ご注意ください

　
市
で
は
、
市
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
計
画
や
条
例
を
策
定
す
る
際

に
、皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
、施

策
に
反
映
さ
せ
る「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
の
水
道
事
業
が
、
将
来

に
わ
た
り
安
全
で
快
適
に
、
か
つ
安

定
し
た
供
給
を
続
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
野
田
市
水
道
事
業
長
期
計

画（
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
）素
案
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
閲
覧
は
公
民
館
や
図
書
館
で
も

　
素
案
は
、水
道
部
の
ほ
か
、市
役
所

と
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
の
行
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
意
見
の
提
出
は
、９
月
　
日
鍾
か
ら

27

　
月
　
日
障
ま
で
に
、所
定
の
用
紙
か

10

27

任
意
の
書
式
で
直
接
持
参（
上
・
日
・

□祝 
を
除
く
）か
、閲
覧
場
所
の
意
見
投

函
箱
に
投
函
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
提
出
の
ほ
か
、郵
送（
　
月
　
日
の

10

27

消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス（
思
７
１
２

４
 
３
３
６
２
）で
、「
野
田
市
水
道

事
業
長
期
計
画
素
案
に
対
す
る
意
見
」

と
明
記
し
、〒
　
 
０
０
３
１
中
根
　

278

324

野
田
市
水
道
部
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
の
概
要
や
、意
見
に
対

す
る
市
の
考
え
方
な
ど
は
、個
人
情
報
を
除

き
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
☎
７
１

２
４
 
５
１
４
５

－

－

－

水
道
事

 水
道
事
業業
のの
長
期
計
画

長
期
計
画
素素
　
　
案案 
にに

　
  　
　
  皆
さ
ん

皆
さ
ん
のの
ご
意
見

ご
意
見
をを

野
田
市
職
員
・
 　
任
期
付
職
員
を
募
集

「
野
田
市
史
研
究
」第
　
号
を
販
売
中

21

　
郷
土
研
究
誌『
野
田
市
史
研
究
』第

　
号
を
、市
史
編
さ
ん
担
当
、各
図
書

21館
、郷
土
博
物
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】
座
談
会
「
野
田
を
語
る
」

⑱
～
野
田
町
商
店
街
の
今
昔
／
明
治

前
期
の
喜
多
村
家
／
中
川
仲
右
衛
門

「
明
治
参
拾
七
年
三
月
九
日
 陣
中
日

誌
」
／
鈴
木
貫
太
郎
～
そ
の
人
と
生

涯（
２
）／
野
田
の
七
夕
ま
つ
り
な
ど

【
体
裁
】
Ａ
５
判
、　
ペ
ー
ジ

199

【
価
格
】
千
　
円
260

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当

 子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
お
早
め
に

　
市
で
は
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
、

22

10

子
宮
 頸
 が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用

け
い

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
接
種
は
３
回
必
要
で
６
か
月
の
期

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
助
成
対
象
は

　
年
３
月
　
日
ま
で
の
接
種
分
で
す

24

31

の
で
、
全
回
助
成
を
受
け
る
に
は
９

月
中
の
初
回
接
種
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、９
月
　
日
か
ら
は
、従
来
の

15

「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」に
加
え
、「
ガ
ー

ダ
シ
ル
」ワ
ク
チ
ン
も
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
３
回
の
接
種
途
中
か

ら
違
う
ワ
ク
チ
ン
へ
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８

－

 通
院
や
買
い
物
に「
中
ル
ー
ト
」の
利
用
を

　
年
度

24平
　
成

休
業
育
児

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
採
用
予
定

24

職
員
採
用
試
験
と
育
児
休
業
任
期
付

職
員
登
録
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
土
木
技
術
職（
上
級
）

＝
１
名
程
度
、一
般
行
政
職（
任
期
付
）

＝
３
名
程
度
、
栄
養
士（
任
期
付
）＝

２
名
程
度

【
受
験
申
込
書
の
配
布
・
請
求
】　10

月
　
日
障
ま
で
（
土
木
技
術
職
は
９

13
月
　
日
障
か
ら
配
布
）の
８
時
　
分
～

15

30

　
時
　
分
（
上
・
日
・
□祝 
は
除
く
）、

17

15

市
役
所（
人
事
課
）、関
宿
支
所
、南
・

北
・
中
央
の
各
出
張
所
で
配
布
。
郵

送
に
よ
る
請
求
の
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可

【
受
験
申
込
書
の
受
付
】　
月
　
日

10

13

障
ま
で
の
８
時
　
分
～
　
時
　
分（
上・

30

17

15

日
・
□祝 
は
除
く
）に
申
込
書（
写
真
添

付
）と
受
験
票
を
人
事
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送（
　
月
　
日
障
の
消
印
有
効
）

10

13

　
な
お
、直
接
持
参
か
郵
送
か
に
よ
り
、

ま
た
、職
種
で
申
込
方
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
、受
験
案
内
を
熟
読
の
上
、漏

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
】
第
一
次
＝
　
月
　
日
上

10

29

【
問
合
せ
】
人
事
課



禦

部
梅
郷
公
民
館
で
。
先
着
　
人
。
申

10

込
み
は
９
月
　
日
鍾
～
　
日
鞘
に
茂

20

30

木
☎
７
１
２
４
 
８
０
１
１
へ

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
コ

サ
ー
ジ
ュ
作
り
　
　
月
７
日
鞘
　
時

10

13

～
　
時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

15
先
着
　
人
。
材
料
費
千
円
。
申
込
み

20

は
９
月
　
日
鍾
か
ら
横
山
☎
　
 
１

20

080

０
８
７
 
２
２
２
３
へ

◆
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
下

肢
・
内
部
障
害
）中
級
コ
ー
ス
　
　
月
11

７
日
～
　
月
５
日
の
鉦
鐘（
　
月
　

12

11

23

日
を
除
く
）
　
時
～
　
時
野
田
公
民

13

16

館
で
。
全
８
回
。
市
内
在
住
の
障
が

い
者（
手
帳
保
持
者
）で
、
キ
ー
ボ
ー

ド
と
マ
ウ
ス
の
操
作
が
可
能
で
、
自

力
で
通
え
る
方
。
８
人（
抽
選
）。
申

込
み
は
９
月
　
日
鍾
か
ら
　
月
　
日

20

10

14

鞘
に
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７

１
２
４
 
３
９
３
９
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
相
撲
甚
句
無
料
体
験
　
９
月
　
日
24

上
　
時
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

10

11

30

で
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
９
月
　

10

20

日
鍾
～
　
日
鞘
に
野
村
☎
７
１
２
４

23

 
９
７
６
６
へ

◆
童
謡
の
会
　
９
月
　
日
醤
　
時
　

25

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
秋
の
月
」や「
月
」な

ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。
資
料
が
必
要

な
方
の
み
　
円
。
当
日
会
場
へ
。
問

500
－

－

－－

－

講
座
・
教
室

◆
と
き
ど
き
習
字
ク
ラ
ブ
　
９
月
　22

日
、　
月
６
日
、　
日
、　
日
の
障
　

10

13

20

17

時
～
　
時
、　
月
１
日
、８
日
の
上
　

19

10

16

時
～
　
時
中
央
公
民
館
で
。
小
・
中

17

学
生
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
円
。

10

申
込
み
は
９
月
　
日
鍾
か
ら
鈴
木
☎

20

　
 
４
４
３
９
 
４
８
０
３
へ

090◆
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の
世
界
　
９
月

　
日
鐘
　
時
　
分
～
　
時
　
分
南
コ

28

10

15

11

30

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
香
り
の
玉
作

り
。
先
着
　
人
。
費
用
千
　
円
。
お

10

500

し
ぼ
り
持
参
。
申
込
み
は
９
月
　
日
20

鍾
～
　
日
月
に
足
立
☎
　
 
６
１
１

26

090

３
 
３
１
３
０
へ

◆
ヨ
ガ
で
ス
ト
レ
ス
発
散
　
９
月
　28

日
、　
月
　
日
の
鐘
　
時
～
　
時
東

10

26

13

14

部
公
民
館
で
。先
着
　
人
。費
用
　
円

10

500

（
震
災
被
災
者
は
無
料
）。
費
用
は
義

援
金
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
へ
。
申

込
み
は
９
月
　
日
鍾
～
　
日
鍾
に
古

20

27

山
☎
　
 
５
０
３
６
 
３
３
１
５
へ

080

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル

…
９
月
　
日
、　
月
７
日
、　
日
、　

30

10

14

28

日（
　
月
　
日
を
除
く
）の
鞘
　
時
～

10

21

17

－

－

－

－

－

－

　
時
。
②
や
さ
し
い
ヨ
ガ
…
　
月
７

19

10

日
、　
日
、　
日
、　
日
の
鞘
　
時
～

14

21

28

11

正
午
。い
ず
れ
も
全
４
回
。　
人（
抽

30

選
）。　
歳
以
上
。費
用
千
　
円
。①
は

20

500

ラ
ケ
ッ
ト
、②
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
持
参
。

申
込
み
は
①
は
９
月
　
日
鍾
、
②
は

27

　
月
４
日
鍾
必
着
で
電
話
か
往
復
は

10が
き（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢

・
☎
を
明
記
・
１
家
族
１
通
）
で
〒
　270

 
０
２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園

401

体
育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
生
命
の
貯
蓄
体
操
初
心
者
無
料
体

験
教
室
　
９
月
　
日
、　
月
７
日
の

30

10

鞘
　
時
～
　
時
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

10

15

館
で
。タ
オ
ル
持
参
。当
日
会
場
へ
。問

浅
利
☎
　
 
１
２
８
４
 
５
０
９
４

080

◆
寺
子
屋
講
座
　
　
月
２
日
醤
　
時

10

13

　
分
～
　
時
　
分
市
民
会
館
で
。
森

30

15

30

本
 克
  己
 氏（
俳
優
・
演
出
家
）に
よ
る

か
つ
 み

「
俳
優
と
い
う
職
業
～
野
田
の
偉
人
・

山
中
直
治
と
船
橋
随
庵
」が
テ
ー
マ
。

先
着
　
人
。
一
般
　
円
、
高
校
生
以

20

500

上
の
学
生
　
円
。
申
込
み
は
９
月
　

250

20

日
鍾
か
ら
 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１

２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
の
び
の
び
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
　
　10

月
４
日
、　
日
の
鍾
　
時
～
正
午
南

11

10

－

－

－

－

－

清
水
☎
７
１
２
２
 
３
９
５
１

◆
秋
の
タ
カ
の
渡
り
観
察
会
　
９
月

　
日
醤
９
時
野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー

25ム
事
務
所（
江
川
地
区
）前
集
合
、　13

時
解
散
。
参
加
費
　
円
。
双
眼
鏡
や

200

昼
食
な
ど
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問

紺
野
☎
　
 
２
４
２
０
 
８
４
２
０

090

◆
は
が
き
絵
展
　
９
月
　
日
鉦
～
　

26

10

月
２
日
醤
９
時
～
　
時
（
初
日
は
　

17

13

時
か
ら
、
最
終
日
は
　
時
ま
で
。）
欅

16

の
ホ
ー
ル
で
。　
点
。
問
春
山
☎
７

57

１
２
７
 
０
１
２
６

◆
水
曜
会
・
北
墨
会
合
同
水
墨
画
展

　
９
月
　
日
鉦
～
　
月
３
日
月
９
時

26

10

～
　
時（
初
日
は
正
午
か
ら
、最
終
日

17
は
　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ

15
ャ
ラ
リ
ー
で
。
約
　
点
。
問
鈴
木
☎

50

７
１
２
９
 
７
８
７
１

◆
朗
読
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
公
演「
シ
ア

タ
ー
宮
沢
賢
治
」　
　
月
８
日
上
　

10

14

時
～
　
時
欅
の
ホ
ー
ル・小
ホ
ー
ル
で
。

16

梅
田
宏
氏（
劇
団「
彩
」主
宰
）に
朗
読

の
基
本
を
学
ん
だ
受
講
生
の
発
表
と

特
別
出
演
者
に
よ
る
公
演
「
詩
の
世

界
」。入
場
料
千
円
。直
接
窓
口
へ
。問

野
田
公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
９

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 直
  寿
 会

な
お
 じ
ゅ

ふ
れ
あ
い
の
集
い
　
　
月
１
日
上
　

10

11

時
～
　
時
　
分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ

16

30

ー
ル
で
。
踊
り
や
唄
、
み
ん
な
で
歌

う
童
謡
メ
ド
レ
ー
も
。当
日
会
場
へ
。

問
島
津
☎
７
１
２
３
 
７
６
７
５

－

－

－

－

－

－

－

◆
カ
ヌ
ー
体
験
会
　
　
月
２
日
醤
９

10

時
か
ら
関
宿
城
周
辺
の
河
川
で
。
参

加
費
千
円
。先
着
　
人
。申
込
み
は
９

20

月
　
日
鍾
～
　
日
鍾
に
野
田
市
関
宿

20

27

商
工
会
☎
７
１
９
８
 
０
１
６
１
へ

◆
秋
の
利
根
運
河
を
見
て
み
よ
う
　

　
月
２
日
醤
９
時
　
分
運
河
駅
集

10

30

合
、
　
時
解
散
。
理
窓
公
園
や
運
河

14

の
植
物
観
察
。
参
加
費
　
円
。
双
眼

200

鏡
や
昼
食
な
ど
持
参
。
申
込
み
は
９

月
　
日
鍾
～
　
月
１
日
上
に
木
村
☎

20

10

７
１
５
４
 
３
３
３
７
へ

◆
戦
争
か
た
り
べ
の
会
　
　
月
２
日

10

醤
　
時
　
分
～
　
時
中
央
公
民
館

13

30

16

で
。戦
争
体
験
者
の
話
を
聞
く
。先
着

　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
日
佐
戸

40☎
７
１
２
２
 
１
４
１
８

◆
押
花
教
室
作
品
展
　
　
月
４
日
鍾

10

～
８
日
上
９
時
～
　
時（
初
日
は
　

17

13

時
か
ら
）市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
。
押
花
額
絵
約
　
点
。
問
小
林

100

☎
７
１
２
５
 
６
５
１
９

◆
消
防
自
動
車
見
学
　
　
月
５
日
鐘

10

　
時
～
　
時
　
分
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

10

10

15

車
場
で
受
付
。
　
時
　
分
解
散（
雨

11

30

天
中
止
）。２
歳
児
以
上
の
子
と
親
。

先
着
　
組
。
申
込
み
は
９
月
　
日
鍾

20

20

か
ら
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
福
祉
の
し
せ
つ
合
同
就
職
面
接
会

　
　
月
５
日
鐘
　
時
～
　
時
（
受
付

10

13

16

は
　
時
　
分
ま
で
）
野
田
地
域
職
業

15

30

－

－

－－

－



◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
９
月
１
日
号
７
面
に
掲
載
し
ま
し
た「
　
歳
以
上
の
年
齢
別
一
覧
」の
表
下
の
説
明
に

９０

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は「
※
年
齢
は
８
月
１
日
現
在
の
満
年
齢
」で
す
。訂
正
し
、お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎市内福祉施設に…諮洗剤（２０セット）＝明治神宮
崇敬会野田支部婦人部長山崎治子様
◎社会福祉施設整備基金に…諮５００，０００円＝国際
ソロプチミスト千葉ユーカリ会長助川かづ美様諮
２０，００３円＝東大和田テレビ共同受信施設組合様

ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 
１
０
５
５

◆
低
身
長
に
関
す
る
講
演
会
　
　
月
10

　
日
鍾
　
時
～
正
午
野
田
健
康
福
祉

25

10

セ
ン
タ
ー
で
。
専
門
医
師
が
講
師
。

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
親
。
先
着
　50

人
。
申
込
み
は
９
月
　
日
鍾
～
　
月

20

10

７
日
鞘
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４

 
８
１
５
５
へ

募
集
・
相
談

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
　
　
月
３
日

10

鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
保
健
セ
ン

13

30

15

30

タ
ー
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家
族
。

当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７
１
２

９
 
１
６
５
５

◆
食
事
相
談
会
　
　
月
４
日
鍾
　
時

10

16

～
　
時
北
部
保
育
所
で
。
管
理
栄
養

17
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳
食
な
ど
に

対
応
。
乳
幼
児
の
親
。
当
日
会
場
受

－

－

－

付
。
問
保
育
課

◆
自
由
市
出
店
者
　
　
月
８
日
上
　

10

10

時
～
　
時
東
京
ベ
イ
信
用
金
庫
野
田

15

支
店
駐
車
場
で（
雨
天
中
止
）。　
区
40

画（
抽
選
）。
未
成
年
者
の
み
の
出
店

は
不
可
。
出
店
料
千
円
。
申
込
み
は

９
月
　
日
鍾
必
着
で
往
復
は
が
き
か

27

フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・
☎
・
出
店

品
目
を
明
記
）で
〒
　
 
８
５
５
０

278

野
田
市
役
所
商
工
課
「
自
由
市
担

当
」
思
７
１
２
３
 
１
３
５
６
へ

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
Ｊ
リ
ー
グ
観
戦

招
待
　
　
月
　
日
醤
　
時
か
ら
日
立

10

16

14

柏
サ
ッ
カ
ー
場（
柏
市
）で
。柏
レ
イ
ソ

ル
対
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
戦
。母
子
か

父
子
家
庭
の
　
歳
未
満
の
子
と
親
。７

18

組
　
人（
抽
選
）。申
込
み
は
９
月
　
日

14

30

鞘
必
着
で
往
復
は
が
き（
住
所
・
氏
名

・
☎
を
明
記
）で
〒
　
 
８
５
５
０
野

278
－

－

－

田
市
役
所
児
童
家
庭
課「
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
リ
ー
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
希
望
」担
当
へ

◆
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト「
笛
吹
き
た

ち
の
遊
び
」
参
加
者
　
平
成
　
年
４

24

月
　
日
醤
欅
の
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
。

22
教
本「
ア
ル
テ
ス
１
巻
」程
度
の
実
力

が
あ
り
、
毎
月
２
回
醤
の
練
習
に
参

加
可
能
な
方
。
参
加
費
月
千
円
。
問

後
藤
☎
７
１
２
７
 
３
２
６
６

会
議
な
　

　
ど 
の
公
開
・
そ
の
他

◆
野
田
市
総
合
計
画
審
議
会
　
９
月

　
日
鞘
　
時
　
分
か
ら
市
役
所
８
階

30

13

30

大
会
議
室
で
。先
着
　
人
。手
話
通
訳

30

あ
り
。　
時
か
ら
受
付
。問
企
画
調
整
課

13

◆
郷
土
博
物
館
の
臨
時
休
館
　
９
月

　
日
鍾
～
　
月
７
日
鞘
。
特
別
展
準

27

10

備
の
た
め
。
問
同
館
☎
７
１
２
４
 

６
８
５
１

－

－

廃棄物（ごみ）の分別

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

　ごみ減量のためには、不必要な包装を
断ったり、再生品を積極的に利用したり
することが大切ですが、最大のポイント
は、徹底したごみの分別です。
　きちんとした分別は、ごみ減量だけで
なく、円滑なリサイクルにもつながりま
す。そこで、不用なものを廃棄する場合
には、そのものがどのごみの種類に該当
するのか、次の順番で確認していくと、
すべてのものを分けることができます。
①特定家庭用機器（テレビ、エアコン、冷
蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機）、②パ
ソコン（本体、ディスプレイ、標準添付品）、
③資源物（紙類、ガラスびん、ペットボト
ルなど）、④市で処理できないもの（自動
車のタイヤ、バッテリー、プロパンガスボ
ンベなど）、⑤有害ごみ（乾電池、蛍光灯な
ど）、⑥粗大ごみ（机、布団など）、⑦可燃ご
み（生ごみ、紙くずなど）、⑧不燃ごみ（ビ
ニール、プラスチックなど）
　次回から、種類別に説明します。

に
同
校
☎
７
１
２
１
 
５
５
２
３
へ

◆
北
部
将
棋
同
交
会
・
将
棋
大
会
　
　10

月
９
日
醤
９
時
～
　
時
北
部
公
民
館

16

で
。先
着
　
人
。費
用
千
円（
昼
食
代
な

50

ど
）。申
込
み
は
９
月
　
日
上
～
　
日

24

30

鞘
に
白
井
☎
７
１
２
３
 
３
０
０
８
へ

◆
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｄ
ｏ
ｌ
ｃ
ｅ

演
奏
会
　
　
月
　
日
醤
　
時
～
　
時

10

16

14

16

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏
市
）
で
。コ
ー
ラ
ス

の
演
奏
。
入
場
料
　
円
。
問
吉
野
☎

800

　
 
８
１
７
９
 
５
２
１
７

090◆
市
民
テ
ニ
ス
大
会（
シ
ン
グ
ル
ス
）

　
　
月
　
日
、
　
日
、
　
月
６
日
の

10

23

30

１１

醤
総
合
公
園
庭
球
場
で
。
男
子
・
女

子
・
壮
年
男
子
の
部
。
市
民
か
市
内

在
勤
、
在
学
、
在
ク
ラ
ブ
の
方
。
申

込
み
は
　
月
７
日
鞘
ま
で
に
参
加
費

10

３
千
円
持
参
で
最
寄
り
の
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
へ
。
問
川
間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス

－
－

－

－

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。
市
内
福
祉
施
設

の
面
接
と
就
職
相
談
。
面
接
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方

の
み（
当
日
仮
登
録
も
可
）。
履
歴
書

持
参
。
申
込
み
は
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
松
戸
☎
　（
　
）８
６
０
９（
部
門

047
367

コ
ー
ド
　
＃
）へ

42

◆
お
し
ゃ
べ
り
会
　
　
月
７
日
鞘
　

10

10

時
　
分
～
　
時
　
分
ゆ
う
＆
み
い
チ

30

11

30

ャ
イ
ル
ド
館
で
。３
歳
ま
で
の
子
と
親
。

費
用
　
円
。当
日
会
場
受
付
。問
 
ゆ

50

う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７

◆
食
育
と
調
理
実
習
　
　
月
８
日
上

10

　
時
～
　
時
　
分
野
田
鎌
田
学
園

10

13

30

で
。「
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
健
康
満
載
！

パ
ス
タ
ラ
ン
チ
は
い
か
が
？
」
が
テ

ー
マ
。
中
学
生
と
保
護
者
。
先
着
　40

人
。
筆
記
用
具
、
上
履
き
持
参
。
申

込
み
は
９
月
　
日
鍾
～
　
月
７
日
鞘

20

10 －

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
　
月
２
日
日
　
時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

10

１０

市
民
千
　
円
、市
民
以
外
２
千
　
円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
や
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５
 

360

40

－

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：１,３４６件　　　　前年比（－１８５件）
空 き 巣５５件（－２２件）　忍び込み　４８件（＋１１件）
ひったくり　２０件（－９件）　自動車盗　 ５５件（－３件）
自転車盗 ３０９件（－１７件）　車上狙い １６５件（＋６７件）
そ の 他 ６９４件（－２１２件）

野田警察署管内（平成２３年８月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：４６０件　　　前年比（－４件）
死亡者　４人（＋４人）　負傷者　５６７人（±０人）

野田警察署管内（平成２３年８月３１日現在の暫定件数）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
８月の発生件数：２件　　２３年累計（５６件）
建物火災　０件（１８件）　　林野火災　０件（３件）
車両火災　０件（８件）   そ　の　他 ２件（２７件）
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市報のだ　第１１００号　平成２３年９月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５７,４９８人／男＝７９,２２９人、女＝７８,２６９人／世帯数６２,５９０世帯 （Ｈ２３．９．１現在）

遺言で遺産の分割方法を決
められるか

　インターネットで検索中アダルトサイトに
つながり、年齢認証をクリックしたら「登録
完了」と表示され、請求画面が消えないとい
うご相談が寄せられています。

　事前に料金発生の案内がなく、同意のない
ままの会員登録であれば契約は無効です。過
度に不安になり、慌てて相手事業者に連絡す
ることは、絶対にしないでください。
　請求画面を閉じても繰り返し表示されたり、
パソコンを再起動しても請求画面が再度現れ
る場合は、ウイルス感染の可能性もあります。
　請求画面の削除にはIPA（独立行政法人情報
処理推進機構）のホームページが参考になり
ます。不安なときは消費生活センターにご相
談ください。

僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮

　　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ １１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののの講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～　１０月の講習会　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・５日水、７日金、９日日…１０時～
　・２日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・４日火、６日木…１０時～
　・２日日…１０時、１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・１日土、５日水、８日土
　　　　…１１時、１３時３０分、１７時、１９時３０分～
　

※いずれも対象は１６歳以上。各ルームの利用には事前
　に本講習会の受講が必要です
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

三人の息子がおり、そ
れぞれ独立しています。

昨年妻が亡くなり、三男の
家で世話になっているので、
そのお礼に他の兄弟より多
くの財産を分けてあげたい
と思います。私が遺言で遺
産の分割方法を決めておく
ことはできるでしょうか。

遺産の分け方をめぐっ
ては、相続人の間で争

いが生ずることが多いので、
遺言書で遺産の分割方法を決
めておくことは大変望ましい
ことです。
　遺言による分割方法の決め
方にはいろいろあり、①財産

の全部をそれぞれ誰に相続さ
せるか決める方法や、②特定
の財産を三男に相続させ、残
りを長男と次男に平等に相続
させる方法などがあります。
　なお、子ども３人の相続の
場合、長男と次男は１人当た
り全遺産の６分の１ずつの相
続（遺留分）が民法で保障され
ています。
　このケースでは、三男の相
続する財産が長男や次男に比
べてあまりに多すぎると、三
男は遺留分である６分の１に
なるまで戻すよう、長男や次
男から請求されることがあり
ます。
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サイトの請求画面が消えない

今井 彩  未  那 ちゃん ・ 今井
あ み な

 菜  那  香 ちゃん
な な か

（２０.１０.１７生・左）　  （１６.１１.１２生・右） 

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　「
限
界
を
つ
く
ら
な
い
考
え
方
」と
題
し
た
教
育
講

演
会
が
、８
月
　
日
、文
化
会
館
で
野
田
市
教
育
研
究

25

会
な
ど
に
よ
り
、児
玉
光
雄
さ
ん（
鹿
屋
体
育
大
学
教
授
）

を
講
師
に
開
催
さ
れ
た
。

　
児
玉
さ
ん
は
、
ス
ポ

ー
ツ
心
理
学
の
観
点
か

ら
イ
チ
ロ
ー
選
手
な
ど

の
名
言
を
紹
介
し
、「
成

果
を
出
す
た
め
に
は
、

普
段
か
ら
準
備
を
決
し

て
怠
ら
な
い
こ
と
が
大

切
」
な
ど
と
語
っ
た
。

成
功
を
つ
か
む
秘
訣
は

　
　
　
　
　
 万
全
の
準
備

生徒たちの指導に役立つ理論を

深井ひなたちゃん ・ 深井 瑛  心 ちゃん
え み

　（１７.３.１３生・左）       （２０.５.８生・右）   

震
災
復
興
を
願
い
花
火
千
　
発
500

　
　
　
野
田
か
ら
東
北
へ
エ
ー
ル

　
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、第
　
回
関
宿
ま
つ
り
が
８

21

月
　
日
、東
宝
珠
花
の
江
戸
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
。

20
　
当
日
は
小
雨
の
中
、
花
火
開
始
前
に
は
震
災
復
興

祈
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宝
珠
花
橋
に
吊
る
さ
れ
た

　
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
の

20ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
江
戸

川
土
手
で
　
本
の
ろ
う

850

そ
く
に
よ
る「
希
望
」の

送
り
火
が
行
わ
れ
た
。

　
会
場
は
浴
衣
姿
の
方

や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

江戸川土手に浮か
び上がる「希望」の
文字（写真上）と
1,500発の花火



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
市
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
で

し
た
が
、
公
平
性
を
期
す
る
た
め
、　

日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

２０

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　【
譲
り
ま
す
】

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

品
　
物
　
名

ベ
ビ
ー
カ
ー

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

動
物
用
バ
リ
カ
ン

芝
刈
り
機
（
小
型
電
動

式
）

電
子
ピ
ア
ノ

じ
ゅ
う
た
ん

耕
運
機

希
望
金
額

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

無
料

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

５
千
円
以
内

無
料

無
料

備
　
　
　
　
考

Ａ
型
か
Ｂ
型

直
線
縫
い
が
で
き
れ
ば
Ｏ
Ｋ

新
品
に
近
い
も
の

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
製

連
　
　
絡
　
　
先

浜
中
緯
７
１
２
８
・
５
０
４
４

取
り
に
伺
い
ま
す

渡
辺
緯
　
・
５
２
０
７
・
２
４
７
３

０９０

取
り
に
伺
い
ま
す

大
久
保
緯
　
・
３
２
０
６
・
０
５
５
６

０８０

取
り
に
伺
い
ま
す

山
形
緯
　
・
５
５
２
７
・
７
１
３
２

０９０

齋
藤
緯
７
１
２
９
・
５
４
１
０

齋
藤
緯
　
・
３
０
３
７
・
６
１
５
３

０５０

品
　
物
　
名

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

電
子
辞
書

ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン

洋
服
た
ん
す

和
だ
ん
す

サ
イ
ド
ボ
ー
ド

本
棚

パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク

テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト

子
ど
も
用
食
卓
椅
子

購
入
年

不
明

平
成
　２１

平
成
　２２

平
成
　２２

不
明

不
明

不
明

不
明

平
成
　１７

不
明

平
成
　１５

希
望
金
額

無
料

１
万
円

１
万
円

８
千
円

３
千
円

２
千
円

　
円
５００千

円
２
千
円

２
千
円

無
料

備
　
　
　
考

カ
シ
オ
製
・
Ｘ
Ｄ
―
Ｓ
Ｆ
２
５

０
０

カ
シ
オ
製
・
Ｘ
Ｄ
―
Ａ
３
８
０
０

イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
製
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ

―
Ｐ
７
０
０
Ｄ
Ｔ
・
７
イ
ン
チ
・

ワ
ン
セ
グ

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

１１８

６０

さ
　
㎝
・
う
す
茶
色
・
傷
み
な
し

１８０
幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

１１３

４６

さ
　
㎝
・
茶
色

１７５
幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

１２２

３５

さ
　
㎝
・
あ
ず
き
色

９４
幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

６０

３２

さ
　
㎝
・
あ
ず
き
色

１８０
幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

７５

４５

さ
　
㎝
・
椅
子
付
き
・
組
み
立

１２４
て
式

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×
高

８３

１２７

さ
　
㎝
・
椅
子
４
脚
付
き

７０
飛
騨
産
業
製
・
木
製
・
座
席
高

　
・
５
㎝

５１

連
　
絡
　
先

坂
田
緯
　
・
２
０
４
１
・
８
６
３
６

０８０

関
根
緯
７
１
２
７
・
３
１
１
６

石
崎
緯
　
・
１
０
５
２
・
０
８
５
７

０８０

（
　
時
～
　
時
）

１５

２０

取
り
に
来
ら
れ
る
方

 大
  城
 緯
７
１
２
７
・
１
９
１
７

お
お
 
き

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
を
、
も

う
一
度
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」の

コ
ー
ナ
ー
へ
の
申
込
方
法

①
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
で
市

に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
の
審

査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希
望
者
は
直

接
、
連
絡
・
交
渉
す
る
と
い
う
形
で
す
。

　
提
供
者（
希
望
者
）は
、
は
が
き
に
①

品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方
法
、
⑥
金

額（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記
入
。「
譲
り

ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不
可
）
を
記
入

し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所

278

清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

―

ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
不
用
品
提
供
者
は
、
希
望
者
か
ら
の

連
絡
が
な
い
場
合
で
も
、市
報
に
掲
載
後

１
か
月
間
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い

○
生
き
物
や
食
品
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

　
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

１０◆
ご
み
収
集
＝
　
日
鉦
は
収
集
し
ま
す

10

◆
資
源
回
収
＝
　
日
鉦
は
実
施
し
ま
す

10

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予
定
日

時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象（
な
い
も
の
は

初
心
者
、老
若
男
女
問
わ
ず
）・
会
費（
○月 
は
月

会
費
、○年 
は
年
会
費
、○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た

教
室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
タ
イ
古
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
究
会
　
毎

週
上
９
時
～
正
午
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
で
。
初
心
者
。
○月 
３
千
円
。
宇
佐

見
☎
　
 
３
１
７
９
 
５
２
１
９

080

◆
書
道
サ
ー
ク
ル
 臨
  池
 会
　
毎
月
第
２
・

り
ん
 ち

４
障
９
時
　
分
～
　
時
　
分
福
田
公
民

30

11

30

館
で
。　
歳
以
上
。
５
人
程
度
。
○月 
２

20

千
円
。
志
村
☎
７
１
３
８
 
３
１
０
５

◆
サ
ン
デ
ー
ピ
ラ
テ
ィ
ス
　
毎
月
第
２

・
４
醤
９
時
　
分
～
　
時
北
部
公
民
館

30

11

で
。
○月 
２
千
円
。
朝
比
奈
☎
　
 
１
７

090

６
２
 
０
６
９
５

◆
 緑
 
り
ょ
く

 豊
 会
（
民
族
舞
踊
・
民
謡
）　
毎

と
よ

週
鍾
　
時
～
　
時
野
田
公
民
館
（
欅
の

15

17

ホ
ー
ル
内
）
で
。
○月 
２
千
円
。
金
子
☎

７
１
０
３
 
６
４
２
８

◆
マ
イ
体
操（
健
康
体
操
）　
毎
週
鐘
は

谷
吉
会
館
、
障
は
東
部
公
民
館
で
。９
時

　
分
～
　
時
。○月 
３
千
円
。○入 
３
千
円
。

30

11

堀
澤
☎
　
 
５
１
９
８
 
５
７
９
８

080

◆
合
気
道
同
好
会
　
毎
週
鍾
　
時
　
分

10

30

～
　
時
　
分
春
風
館
道
場
で
。女
性
。○月 

11

30

２
千
円
。
○入 
千
円
。
志
水
☎
　
 
５
４

090

２
５
 
６
９
１
５

―

―

―

―

―

――

―

―

―



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
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兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
　
月
か
ら
、　
歳
代
の
方
を
対
象
に
乳

10

30

が
ん（
視
触
診
）検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、平
成
　
年
３
月
末
現
在
、

24

　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
方
で
、　
歳
と
登

30

39

30

録
者
の
方
に
は
、９
月
中
旬
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
の
で
、時
間
や
注
意
事
項
な

ど
を
確
認
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
や
、最
後
に
受
け
て
か
ら
３
年

以
上
過
ぎ
て
い
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
個
別
検
診
…
　
月
１
日
上
か
ら
　
月

10

11

　
日
鐘
ま
で（
休
診
日
を
除
く
）市
内
指

30定
医
療
機
関
で
実
施
。
費
用
　
円
。

400

※
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方
と

生
活
保
護
受
給
者
は
、
事
前
の
申
請
で

費
用
の
免
除
あ
り

◆
集
団
検
診
…
　
月
　
日
鉦
か
ら
　
日

11

28

30

鐘
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
、　
月
　
日
鍾

１１

22

は
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
受
付
は
　13

時
　
分
か
ら
　
時
ま
で
、
費
用
　
円
。

15

14

300

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

　
平
成
　
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

24

幼
児
（
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月
１

17

18

日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
各
学
校
で
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
児
の
い
る
家
庭
に
は
、「
就
学
時

健
康
診
断
通
知
書
」
を
９
月
中
に
郵
送

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
　

　
　
 入

学
予
定
者
の
就
学
時
健
康
診
断

小
学
校
名

み
ず
き

二
川
　

清
水
台

関
宿

福
田
第
二

木
間
ケ
瀬

柳
沢

二
ツ
塚

中
央

北
部

実
施
日

　
月
４
日
火

１０　
月
　
日
木

１０

１３

　
月
　
日
月

１０

１７

　
月
　
日
月

１０

１７

　
月
　
日
火

１０

１８

　
月
　
日
火

１０

１８

　
月
　
日
木

１０

２０

　
月
　
日
木

１０

２０

　
月
　
日
金

１０

２１

　
月
　
日
金

１０

２１

受
付
時
間

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
５
分

１２

４０

１３

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

５０

１３

１０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

１５

１３

３０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２５

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

２０

１２

４０

小
学
校
名

山
崎

七
光
台

関
宿
中
央

宮
崎

尾
崎

南
部

川
間

岩
木

福
田
第
一

東
部

実
施
日

　
月
　
日
金

１０

２１

　
月
　
日
金

１０

２８

　
月
　
日
金

１０

２８

　
月
　
日
月

１０

３１

　
月
　
日
月

１０

３１

　
月
１
日
火

１１　
月
１
日
火

１１　
月
２
日
水

１１　
月
７
日
月

１１　
月
９
日
水

１１

受
付
時
間

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

４５

１３

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

２０

１２

４０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

３０

１２

５０

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

４０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

５０

１３

２０

　
年
度

24平
　
成

◎
市
立
幼
稚
園

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
４
歳
、
５

歳
（
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
）で
、
保

24

護
者
も
市
内
に
居
住
し
て
い
る
幼
児
を

募
集
し
ま
す
。

【
入
園
願
書
交
付
・
受
付
】　
　
月
１
日

11

鍾
～
　
日
鍾
（
上
・
醤
・
□祝 
を
除
く
）の

15

９
時
～
　
時
　
分
に
各
幼
稚
園
窓
口
へ

16

30

【
面
接
・
健
康
診
断
・
問
合
せ
】 
野
田

幼
稚
園
（
野
田
　
 
８
）
☎
７
１
２
２

793

 
２
４
５
０
＝
　
月
　
日
障
　
時
　
分

11

24

13

30

か
ら
／
関
宿
南
部
幼
稚
園
（
木
間
ケ

瀬
３
１
９
７
）
☎
７
１
９
８
 
２
０
７

５
＝
　
月
　
日
鍾
　
時
　
分
か
ら
／
関

11

22

13

30

宿
中
部
幼
稚
園
（
桐
ケ
作
　
 
１
）

453

☎
７
１
９
６
 
２
３
２
４
＝
　
月
　
日

１１

29

鍾
　
時
　
分
か
ら

13

30

◎
公
認
私
立
幼
稚
園

　
野
田
地
区
私
立
幼
稚
園
協
会
で
は
、

市
内
９
つ
の
公
認
私
立
幼
稚
園
へ
の
入

園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
入
園
案
内
・
入
園
願
書
】　
月
　
日

10

15

上
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

【
入
園
願
書
受
付
】　
月
１
日
鍾
か
ら

11

各
幼
稚
園
へ
（
期
日
以
前
の
配
布
・
受

付
は
行
い
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
・
説
明
会
】
関
宿
幼
稚
園

（
新
田
戸
　
）
☎
７
１
９
６
 
０
１
６

522

７
／
月
影
幼
稚
園
（
中
里
　
 
１
）

492

―

―

―
―

―

―
―

☎
７
１
２
９
 
４
１
５
８
／
第
二
野

田
中
央
幼
稚
園
（
山
崎
２
５
５
３
）

☎
７
１
２
２
 
２
５
１
７
／
宮
崎
幼

稚
園
（
宮
崎
　
）
☎
７
１
２
５
 
５
７

97

４
３
／
野
田
中
央
幼
稚
園
（
花
井
　
）
248

☎
７
１
２
３
 
３
５
３
８
／
野
田
聖

華
幼
稚
園
（
山
崎
１
７
７
８
 
１
）
☎

７
１
２
５
 
２
３
２
５
／
野
田
北
部

幼
稚
園
（
蕃
昌
　
 
７
）
☎
７
１
２
９

336

 
３
９
２
０
／
柳
沢
幼
稚
園
（
柳
沢

　
）
☎
７
１
２
５
 
５
６
３
０
／
岩
木

83幼
稚
園
（
五
木
　
 
５
）
☎
７
１
２
４

341

 
７
０
２
０

――

―

―

―

―

―

―

―
―

―

　
月
１
日
か
ら
　
歳
代
の
乳
が
ん
検
診

10

30

※
説
明
会
の
日
程
は
各
幼
稚
園
へ

◎
幼
稚
園
類
似
施
設

　
幼
稚
園
に
準
じ
た
教
育
を
行
う
、
幼

稚
園
類
似
施
設
へ
の
入
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
ひ
の
で
の
森
ほ
い
く
園
（
木
野
崎

１
０
８
８
）
…
入
園
説
明
会
・
願
書
配

布
は
、　
月
７
日
金
　
時
　
分
か
ら
、受

10

10

30

付
は
　
月
１
日
鍾
　
時
か
ら
で
、
問
い

11

14

合
わ
せ
は
☎
７
１
３
８
 
１
１
５
２
へ

▼
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
森
田
子
ど
も
の

家
 （
山
崎
２
５
９
５
 
２
）
…
入
園
説

明
会
は
、
９
月
　
日
水
　
時
と
　
月
　

28

10

10

12

日
水
　
時
　
分
か
ら
で
、
問
い
合
わ
せ

13

30

は
☎
７
１
２
３
 
３
９
９
９
へ

※
保
育
所
の
　
年
度
の
入
所
受
付
は
、

２４

　
年
１
月
に
開
始
予
定
で
す

２４

―
―

―

 幼
稚
園
な
　

　
ど 
で

　
　
　
年
度
の
入
園
児
を
募
集

24

　
　
月
１
日
上
か
ら
、
高
齢
者
を
対
象

10
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
市
内

指
定
医
療
機
関
（
予
約
制
・
休
診
日
除

く
）
で
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
接
種
日
に
満
　
歳
以
上

65

の
方
と
、満
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で

60

65

心
臓
か
じ
ん
臓
、呼
吸
器
の
機
能
に
障
が

い
が
あ
る
な
ど
、一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
で
、費
用
は
　
円（
１
回
の
み
）で
す
。

500

　
な
お
、
県
内
他
市
町
村
の
医
療
機
関

で
の
接
種
希
望
者
と
、
生
活
保
護
受
給

者
や
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
無

料
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
高
齢
者
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、介
護
予
防
の

理
論
や
知
識
、心
構
え
な
ど
を
、実
習
も

含
め
学
習
す
る「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
」を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

【
日
程
・
定
員
】
　
月
　
日
、　
月
４

10

21

11

日
、　
日
、　
日
、　
月
２
日
、９
日
の
鞘

11

18

12

　
時
　
分
～
　
時
　
分
。
そ
の
他
実
習

13

30

15

30

２
回
。
先
着
　
人
。

30

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
９
月
　
日
鍾
９

20

時
か
ら
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

―

高
齢
者
の
介
護
予
防
の
手
助
け
を



３０９
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時（毎日）
怯休日急患歯科診療…９時～正午（休日のみ）

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

　
こ
の
病
原
体
に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、世
界
中
で
感
染
者
が
激
増
し
て
い
る
の
は「
ク
ラ

ミ
ジ
ア
・
ト
リ
コ
マ
テ
ィ
ス
」
と
い
う
タ
イ
プ
で
、

性
行
為
に
よ
り
性
器
粘
膜
で
感
染
を
起
こ
し
ま
す
。

　
　
数
種
類
あ
る
性
感
染
症
の
中
で
一
番
発
症
数
が

20
多
く
、
わ
が
国
で
は
平
成
　
年
か
ら
３
年
間
で
男
性

11

が
　
万
人
、
女
性
で
は
　
万
人
が
感
染
し
て
い
る
と

15

85

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
に
多
い
の
が
特
徴
で
、　
歳
か
ら
　
歳
の
一

15

29

般
女
性
で
は
約
　
人
か
ら
　
人
に
１
人
が
感
染
し
て

15

20

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
症
状
は
女
性
の
場
合
、
性
行
為
か
ら
１
週
間
か
ら

３
週
間
後
に
膣
内
の
分
泌
物
の
増
加
、
排
尿
時
や
性

交
時
の
痛
み
な
ど
が
あ
り
、
進
行
す
る
と
卵
管
炎
や

骨
盤
腹
膜
炎
と
な
り
、
不
妊
・
流
産
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
男
性
の
場
合
は
排
尿
痛
や
睾
丸
の
圧
痛
、 陰
 
い
ん

 嚢
 の
腫
れ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

の
う　

ま
た
、
性
器
粘
膜
に
で
き
た
潰
瘍
部
分
に
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
や
す
く
、
エ
イ
ズ
患
者
の
う
ち

　
か
ら
　
パ
ー
セ
ン
ト
が
こ
の
感
染
症
を
合
併
し
て

25

30

い
ま
す
。
こ
の
病
気
の
診
断
は
、
産
婦
人
科
や
泌
尿

器
科
の
専
門
的
な
検
査
で
、
全
く
痛
み
も
な
く
適
格

な
診
断
が
で
き
、
適
切
な
抗
生
物
質
を
指
示
ど
お
り

服
用
す
る
こ
と
で
治
癒
し
ま
す
。　
　
　
（
Ｓ
・
Ｋ
）

【
対
象
者
・
費
用
】　
歳
以
上
の
市
民
で
、
肝
炎
ウ

40

イ
ル
ス
検
診
未
受
診
の
方（
現
在
、肝
炎
で
治
療
中
の

方
や
経
過
観
察
中
の
方
は
除
く
）・
千
円

麻
し
ん
風
し
ん
混
　

　
合 
の
予
防
接
種

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）は
、
感
染
力
が
強
く
、
予
防
接

種
を
受
け
な
い
と
多
く
の
方
が
か
か
る
病
気
で
す
。

　
高
熱
と
発
疹
が
主
な
症
状
で
、重
症
化
す
る
と
肺
炎

（
午
前
の
部
）と
　
時
か
ら
　
時
　
分
ま
で（
午
後
の

13

14

30

部
）、　
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
腕

20

の
骨
量
測
定
と
、医
師
・
栄
養
士
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
定
員
は
午
前
の
部
が
先
着
　
人
、
午
後
の
部
が
先

60

着
　
人
で
、各
開
始
時
刻
に
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

40肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
受
診
を

　
市
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
　
月
　
日
鉦
ま

10

31

で
、
市
内
指
定
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す（
休

診
日
は
除
く
）。

　
特
定
健
康
診
査
と
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診

券
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
欄
に
 ○
 印
が
つ
い
て
い
る

ま
る

方
は
、
各
健
康
診
査
と
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
希
望

す
る
方
は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
は
　
月
　
日
ま
　

　
で 

10

31

　
市
で
は
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見

や
予
防
を
目
的
に
、「
特
定
健
康
診
査
」を
　
月
　
日
鉦

10

31

ま
で（
医
療
機
関
の
休
診
日
除
く
）実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
す
で
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
健
診
の
結

果
、生
活
習
慣
病
の
予
備
群
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方

に
は
、「
特
定
保
健
指
導
」の
案
内
を
し
ま
す
。

笑
い
と
健
康
の
講
演
会

　
生
活
習
慣
病
や
が
ん
に
も
た
ら
す
笑
い
の
効
果
や
、

生
活
に
笑
い
を
取
り
入
れ
る
秘
 訣
 な
ど
を
伝
授
す
る

け
つ

松
本
光
正
氏（
内
科
医
・
日
本
笑
い
学
会
所
属
）に
よ
る

講
演
会
を
、
　
月
７
日
鉦
　
時
　
分
か
ら
　
時
　
分

11

13

30

15

30

ま
で
、
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
定
員
　
人
で
す
の
で
、電
話
か
直
接
、保
健
セ
ン
タ

150

ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
、
健
康
と
食
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
人
形

劇
、
ミ
ニ
消
防
車
の
展
示
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
健
康
づ
く
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
　
月
　
日
醤
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、

10

16

　
日
醤
は
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
　
時

30

10

か
ら
　
時
　
分
ま
で
開
催
し
ま
す
。

14

30

　
今
年
は
、血
管
年
齢
測
定
や
体
力
測
定
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
や
、「
が
ん
」を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参

加
者
先
着
千
人
と
正
午
か
ら
行
う「
え
だ
ま
め
体
操
」

参
加
者
先
着
　
人
に
、ま
た
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で

50

は
来
場
者
先
着
　
人
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

300

◆
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
骨
密
度
測
定
も

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
日
　
時
か
ら
正
午
ま
で

10

　
月
　
日（
保
　
　
健

セ
ン
タ
ー

 

）と
　
日（
関
宿
保
健

セ
ン
タ
ー

 

）は
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16

30

　
　
    健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■麻しん風しん混合予防接種対象者
接種期限対象者

満２歳になる前日満１歳～２歳未満

平成２４年
３月３１日

小学校就学前の方
平成１７年４月２日～１８年４月１日生
中学１年生相当の方
平成１０年４月２日～１１年４月１日生
高校３年生相当の方
平成５年４月２日～６年４月１日生

や
脳
炎
を
合
併
し
、死
亡

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
接
種
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
指
定
医
療

機
関
で
早
め
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
に
は
、
個
別

に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、

紛
失
や
転
入
な
ど
で
お

手
元
に
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

中毒
１１０番

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※　HIV抗体（エイズ）検査は、クラ

ミジア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎
の検査も同時に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談乳がん検診栄養･歯科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

　
月
１０

受付：９時３０分
          ～１１時３０分
　　 

会場：下記会場

【４０歳代マンモグラフィ】
受付：９時
          ～１０時３０分
　　 １３時
　　　～１４時３０分
会場：下記会場
※予約制のため日時
の変更を希望され
る場合は必ずご連
絡ください。

【歯科の受付時間】
受付：１０時～１１時
　　  １３時～１４時
【離乳食講習会】
        １３時３０分
      　～１５時３０分
【栄養相談会】
        １０時～１６時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、
３歳６か月で通知
両親学級の申し込み
は電話で
５歳児健康診査は、
幼稚園や保育所など
で健診を受ける機会
のない幼児
会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接
種のみ＝１３時１５分～
１３時３０分

会場：下記会場
麻しん風しん混合、
ジフテリア百日せき
破傷風、ジフテリア
破傷風、日本脳炎は
各医療機関で実施中

土１
◯外 ＝須藤整形外科（緯７１２２－１２２１）／◯内 ＝小澤医院（緯７１２２－３９８０）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日２

両親学級コースⅡ
（保健センター）月３

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

三歳児健康診査
（保健センター）火４

HIV抗体（エイズ）検査１３時３０分～１４時３０分、
１７時３０分～１８時３０分（予約制・匿名・無料）※関宿保健センター三歳児健康診査

（保健センター）水５
精神障がい回復者グループ小枝の会
１０時～正午（予約制）保健センター２歳３か月児歯科相談

（保健センター）木６
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金７

土８
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝豊泉医院（緯７１２９－３８１３）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日９
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝鈴木医院（緯７１２４－５６８３）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）月１０

関宿保健センター栄養相談会１０時～正午
（関宿保健センター）

１歳６か月児健康診査 
（保健センター）火１１

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水１２

七光台会館２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木１３

精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）金１４

土１５
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝石井医院（緯７１２２－２４３４）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）日１６

関宿保健センター月１７
女性のための健康相談
１３時３０分～１６時（予約制）保健センター栄養相談会１３時～１６時

（関宿保健センター）
１歳６か月児健康診査
（関宿保健センター）火１８

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）
栄養相談会
（保健センター）

水１９

精神障がい回復者グループ小枝の会
１０時～正午（予約制）谷吉会館離乳食講習会

（保健センター）木２０
精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

栄養相談会１３時～１６時
（関宿保健センター）

三歳児健康診査 
（関宿保健センター）金２１

土２２
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日２３

月２４
精神保健福祉相談１４時～１６時
（予約制）

１歳６か月児健康診査 
（保健センター）火２５

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（保健センター）水２６

未熟児等健康相談１３時～１３時２０分島会館３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種
（関宿保健センター）木２７

５歳児健康診査 
（保健センター）金２８

土２９
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝花井クリニック（緯７１２３－３９００）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日３０

保健センター栄養相談会
（保健センター）月３１
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